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新
屋
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
　
０

４
年
連
続
甲
子
園
出
場
で
最
終
学
年
で
は
ベ
ス
ト
４
　
・縮
¨
　

」崎

　

た作
＋
ハ
請即

曲
球
と
も
に
将
来
を
期
待
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
、
早
実
の
打
者
を
５
回
ま
で
相
当
苦

闘
せ
し
め
た
こ
と
は
推
称
す
べ
き
好
投
手

で
あ
る
。
た
だ
彼
が
ピ
ン
チ
に
際
し
て
の

決
め
球
が
な
く
―
バ
ツ
ク
の
守
備
も
…
」

と
課
題
を
指
摘
さ
れ
た
。

４
年
生
の
県
予
選
で
は
決
勝
で
秋
田
商

に
敗
れ
た
が
、
奥
羽
予
選
決
勝
で
は
秋
田

商
を
８
回
の
満
塁
本
塁
打
で
逆
転
。

１０
１

９
の
幸
勝
。
下
馬
評
を
覆
し
て
３
年
連
続

甲
子
園
の
土
を
踏
ん
だ
。

初
戦
で
紀
和
の
郡
山
中
に
凡
失
に
よ
り

逆
転
さ
れ
た
が
、
新
聞
の
総
評
で
は

「投

手
力
で
は
梅
崎
の
方
が
鋭
く
、
５
回
と
８

回
に
バ

ツ
ク
の
凡
失
が
無
か

つ
た
ら
、

易
々
と
郡
山
を
下
し
た
だ
ろ
う
。
梅
崎
の

投
球
に
は
進
歩
の
跡
が
認
め
ら
れ
、
制
球

力
は
良
く
、
洗
練
さ
れ
た
投
法
は
実
に

堂
々
た
る
も
の
だ

っ
た
。
秋
中
を
残
し
て

お
き
た
か

っ
た
」
と
評
価
さ
れ
た
。

昭
和
９
年
。
最
終
学
年
を
迎
え
、
梅
崎

は
主
将
と
な
り
、
県
予
選
も
奥
羽
予
選
も

秋
田
商
を
下
し
、
４
年
連
続
甲
子
園
出
場

を
果
た
し
た
。

第
２０
回
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会

の
初
戦
で
福
島
師
範
を
５
１
１
で

一
蹴
。

次
の
北
陸

・
敦
賀
商
も
１７
１

７
で
退
け
、

１９
年
ぶ
り
に
準

決
勝
進
出
。
相
手
の
広
島

・

呉
港
中
学
は
大
会
随

一
の
投

手

・
藤
村
冨
美
男
（後
に
「
ミ

ス
タ
ー

・
タ
イ
ガ
ー
ス
」
と

呼
ば
れ
た
阪
神
の
強
打
者
）
を
擁
し
大
本

命
で
あ
つ
た
。

試
合
前
、
藤
村
の
体
格
や
髭
面
を
見
て

ナ
イ
ン
は
「
あ
れ
だ
ば
オ
ド
だ
」
と
ビ
ビ
っ

た
。
そ
れ
が
原
因
か
は
不
明
だ
が
、
完
封

さ
れ
た
。
し
か
し
、
４
年
連
続
甲
子
園
出

場
は
県
内
で
は
未
だ
に
破
ら
れ
て
い
な
い
。

昭
和
１０
年

春
、
秋
田
中

学
卒
業
後
、

東
京
鉄
道
局

に
入
社
し
た
。

徴
兵
検
査
を

避
け
て
専
修
大
学
２
部
に
通
学
し
徴
兵
延

期
ギ
リ
ギ
リ
の
２５
歳
ま
で
学
業
を
続
け
た
。

同
１７
年
初
春
、
現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第

２２３
連
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
同
じ
部
隊
に
い

た
秋
中
野
球
部

の
仲
間
が

「
幹
部
候
補

生
」
に
志
願
す
る
よ
う
勧
め
た
が

「
兵
隊

が
嫌
い
だ
か
ら
早
く
現
役
を
終
え
た
い
」

と
頑
と
し
て
聞
き
入
れ
な
か

っ
た
。

同
１８
年
１２
月
、
部
隊
は
西
部

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
サ
ル
ミ
に
上
陸
。
彼
は
暗
号
手
勤

務
で
あ

っ
た
。
米
軍
は
１９
年
４
月
２１
日
よ

り
大
空
襲
を
行
い
上
陸
。
激
戦
が
続
い
た
。

梅
崎
は
マ
ラ
リ
ア
に
罹
り
、
食
糧
不
足

も
あ

っ
て
次
第
に
衰
弱
し
、
９
月
１１
日
遂

に
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

２８
歳
。

戦
争
は
前
途
あ
る
若
者
の
命
を
奪

っ
た
。

元
気
で
あ
れ
ば
、
日
新
野
球
の
た
め
に
尽

く
し
た
は
ず
。
早
く
兵
役
を
終
え
た
い
と

願

っ
て
将
校
に
な
る
こ
と
を
拒
み
続
け
て

い
た
彼
は
、
ど
ん
な
人
生
設
計
を
描
い
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
？
独
身
だ

っ
た
の
で
子

孫
も
残
せ
ず
無
念
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
憎

む
べ
き
は
戦
争
で
あ
る
。
（
の
ば
こ
や
ま
）

「
戦
前
秋
田
の
３
大
投
手
」
の

一
人

・

梅
崎
作
太
郎
は
、
大
正
５
年
３
月
２０
日
、

関
町
に
誕
生
し
た
。

同
１１
年
４
月
、
日
新
小
学
校
尋
常
科
に

入
学
。
当
時
の
新
屋
に
野
球
熱
が
高
ま

っ

て
い
た
せ
い
か
、
野
球
部
に
入

っ
た
。

同
１５
年
、
第
６
回
全
県
少
年
野
球
で
日

新
は
高
等
科
も
尋
常
科
も
初
優
勝
を
遂
げ
、

梅
崎
は
５
年
生
な
が
ら
５
番
を
打
ち
、
大

器
の
片
鱗
を
見
せ
て
い
た
。
翌
昭
和
２
年

も
４
番
遊
撃
手
と
し
て
尋
常
科
の
全
県
２

連
覇
に
貢
献
し
た
。
少
年
時
代
の
梅
崎
は

「色
自
で
頬
に
ほ
ん
の
り
紅
を
差
し
た
よ

う
な
顔
」
と
伝
わ

っ
て
い
る
。

同
３
年
、
高
等
科
に
進
ん
だ
梅
崎
は
、

６
番
右
翼
手
で
活
躍
し
た
が
、
優
勝
し
た

神
宮
寺
に
準
決
勝
で
４
１
３
で
惜
敗
。

同
４
年
、
梅
崎
―
横
山
の
バ
ツ
テ
リ
ー

を
擁
し
た
高
等
科
は
初
戦
か
ら
決
勝
ま
で

全
試
合
を
完
封
勝
利
。
２
度
目
の
全
県
制

覇
を
遂
げ
、
４
連
覇
の
尋
常
科
と
と
も
に

２
度
目
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
遂
げ
た
。

新
聞
は

「う
な
る
梅
崎
の
怪
腕
　
県
内

フ
ァ
ン
を
わ
か
す
」
の
見
出
し
に
始
ま
り

「球
場
周
囲
の
人
家
の
屋
根
と
い
わ
ず
、

便
所
の
屋
根
と
い
わ
ず
、
人
で
埋
ま
り
、

は
て
は
樹
木
の
枝
に
よ
じ
登
り
、
物
凄
い

状
況
だ

っ
た
。
」
と
描
写
し
て
い
る
。

後
年
に
な

つ
て

「
日
新
の
黄
金
時
代
で

も
傑
出
し
て
い
た
の
は
昭
和
４
年
。
特
に

梅
崎

・
横
山
金
作
の
バ
ツ
テ
リ
ー
は
『無

人
の
野
を
行
く
』
の
観
が
あ
っ
た
も
の
だ
」

と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。

同
５
年
４
月
、
梅
崎
は

秋
田
中
学

（現

・
秋
田
高

校
）
に
進
学
し
、
す
ぐ

一

塁
手
と
し
て
出
場
。
貴
重

な
左
腕
投
手
と
し
て
の
出
番
も
あ

っ
た
。

２
年
生
で
は
３
番
に
定
着
し
、
救
援
投

手
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
全
国
大
会
の
予

選
は
八
戸
中
を
退
け
て
７
年
ぶ
り
に
甲
子

園
出
場
を
決
め
た
。
甲
子
園
で
は
千
葉
中

を
６
１
０
で
完
封
。
大
正
４
年
以
来
の
勝

利
を
得
た
が
２
回
戦
で
敗
れ
た
。

梅
崎
は
理
数
系
が
苦
手
だ

つ
た
ら
し
く
、

合
宿
中
で
は
先
輩
た
ち
が
学
習
指
導
し
て

て
く
れ
た
と
い
う
逸
話
も
残

っ
て
い
る
。

３
年
生
に
な
り
、
エ
ー
ス
の
重
責
を
負

う
こ
と
に
な

っ
た
。
外
角
球
に
加
え
、
鋭

く

シ

ュ
ー
か
す

る
低

め

の
内

を
増
し
、
頓

に

コ
ン
ト

ロ
ー

角
球
は
凄
み

ル
が
良
く
な

つ
て
い
た
。

県
予
選
で
秋
田
商
を
、
奥

羽
予
選
で
は
秋
田
師
範
を
下

し
て
２
年
連
続
甲
子
園
に
駒

を
進
め
た
。

甲
子
園
で
は
雨
の
中
、
早
実
に
敗
れ
た

が
、
総
評
で
は

「梅
崎
の
投
球
に
は
速

・

連

醒場鱚

↑

り
"…
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